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基
幹
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
役
割
に
尽
力
し
ま
す

組
合
長
理
事

　東 

　信 

男

診
療
受
付
時
間

に
つ
い
て

・
診
療
受
付
は
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
前
９

時
30
分
ま
で
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
土
・
日
・
祝
日
は
急
患
対
応
と
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

・
繁
殖
障
害
な
ど
の
緊
急
性
の
低
い
疾
病
に

つ
い
て
の
診
療
依
頼
は
平
日
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

中部地区家畜診療所
083-972-3310

西部地区家畜診療所
083-782-1795 北部地区家畜診療所

08388-6-0005

東部地区家畜診療所
0827-84-4950

☎ ☎

☎ ☎

　
共
進
会
は「
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」と
も
呼
ば
れ
、

和
牛
・
乳
牛
そ
れ
ぞ
れ
に
大
会
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
で
は
体
貌
や
骨
格
、
乳

器
な
ど
が
評
価
基
準
と
な
り
、
和
牛
で
は
肉
質
な

ど
が
重
視
さ
れ
ま
す
。

　
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
全
国
共
進
会
は
４
年
に
１
度
、

和
牛
は
５
年
に
１
度
開
催
さ
れ
、
各
県
の
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
牛
が
出
場
し
ま
す
。
今
年
10
月

25
日
・
26
日
に
は
北
海
道
で
「
第
16
回
全
日
本
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
９
年
に
は
「
第
13
回
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
北
海
道
大
会
」
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
写
真
は
、
令
和
７
年
11
月
21
日
に
山
口
中
央
家

畜
市
場
に
て
「
第
73
回
和
牛
共
進
会
」
が
開
催
さ

れ
た
と
き
の
様
子
で
す
。

牛
の
共
進
会

家
畜
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

家
畜
共
済
制
度
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
の

２
次
元
コ
ー
ド
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

加入

診療 期末
調整

異動 事故

牛
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法

　
　
　
　
　
　遵
守
の
お
願
い

牛
の
出
生
及
び

異
動
の
届
出
は
、

速
や
か
、
か
つ
正
確
に

行
い
ま
し
ょ
う

　謹
ん
で
初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　一
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
令
和
の
米
騒
動
に
よ
る
米
の
価

格
高
騰
・
需
給
混
乱
を
受
け
、
生
産
現
場
で
は
主
食
用
米

の
増
産
意
欲
が
高
ま
り
、
概
算
金
の
設
定
も
前
年
産
を
上

回
る
な
ど
活
気
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
方
、
供
給
量

の
拡
大
に
伴
う
需
給
の
先
行
き
は
不
透
明
感
が
強
ま
っ
て

お
り
、
今
後
の
米
価
の
動
向
を
心
配
す
る
声
も
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　私
た
ち
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
「
よ
り
身
近
に
、
よ
り
丁
寧
に
、

農
家
の
も
と
へ
」 

の
行
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
令
和
５

年
よ
り
皆
さ
ま
に
「
安
心
」
を
お
届
け
す
る
「
未
来
へ
つ

な
ぐ
」
サ
ポ
ー
ト
運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　本
年
も
、
農
業
者
の
経
営
安
定
を
図
る
と
と
も
に
農
業

生
産
力
の
拡
大
に
向
け
、
基
幹
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

役
割
を
果
た
す
べ
く
、
価
格
低
下
や
販
売
不
振
、
頻
発
化

す
る
気
象
災
害
や
病
虫
害
な
ど
に
よ
る
収
入
減
少
を
幅
広

く
補
償
す
る
収
入
保
険
を
は
じ
め
、
農
業
保
険
制
度
の
加

入
促
進
と
適
切
な
運
用
に
役
職
員
一
同
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

う
ま

　今
年
は
午
年
で
す
。
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
万
事
う
ま
く

い
く
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

※撮影のご協力　下関市　白石 吉博さん
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青
色
申
告
の
す
す
め

収入保険課

収
入
保
険
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
イ
チ
ジ
ク
を
栽
培
し
て
い
た
ハ
ウ
ス
を
活
か
し
、
は
な
っ
こ
り
ー

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
暑
さ
に
備
え
て
屋
根
面
の
ビ
ニ
ー
ル
を
剥
が

し
、
高
さ
の
あ
る
は
な
っ
こ
り
ー
の
倒
れ
を
防
ぐ
た
め
に
側
面
は
残

す
な
ど
工
夫
し
て
い
ま
す
。
灌
水
設
備
も
備
わ
っ
て
い
た
の
で
、
水

不
足
も
対
策
で
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
温
暖
化
が
進
み
、
年
々
暑
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
影

響
で
花
が
多
く
咲
い
て
し
ま
う
こ
と
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
状

態
が
悪
い
と
出
荷
が
で
き
ず
、
収
入
も
安
定
し
ま
せ
ん
。

　
収
入
保
険
の
説
明
会
に
参
加
し
、
掛
金
が
安
く
補
償
金
額
も
大
き

い
こ
と
を
知
り
「
こ
れ
な
ら
良
さ
そ
う
」
と
思
い
２
０
２
１
年
に
加

入
し
ま
し
た
。
中
腰
で
の
長
時
間
作
業
に
よ
り
腰
痛
を
起
こ
し
、
作

業
が
困
難
に
な
っ
た
際
は
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
た
こ
と
で
保
険

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
長
引
く
猛
暑
と
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
に

よ
る
虫
害
が
原
因
で
、
収
量
が
下
が
り
保
険
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
収
入
保
険
の
あ
り
が
た

み
を
感
じ
て
い
ま
す
。

収入保険
 加入者の声

保
険
期
間
終
了
後
の
流
れ
を
ご
案
内
し
ま
す
。

収
入
保
険
加
入
を
ご
検
討
中
の
皆
さ
ま
へ

　営
農
計
画
の
変
更

　
作
付
面
積
や
作
物
を
変
更
し
た
場
合
に
は
、
農
作
物
等
の

作
付
け
後
一
か
月
以
内
に
通
知
く
だ
さ
い
。

　事
故
発
生
の
通
知

　
収
入
が
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
事
故
（
被
害
）
が

発
生
し
た
際
は
遅
滞
な
く
通
知
く
だ
さ
い
。

　
価
格
低
下
等
の
目
に
見
え
な
い
収
入
減
少
も
お
忘
れ
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　免
責
事
項
に
つ
い
て

　
通
知
が
遅
れ
た
場
合
は
、
保
険
金
等
の
支
払
が
免
責
と
な

り
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
従
来
か
ら
、
規
程
等
に

よ
っ
て
営
農
計
画
の
変
更
や
事
故
発
生
通
知
の
遅
れ
は
免
責

と
さ
れ
て
お
り
、
令
和
７
年
契
約
よ
り
厳
格
に
運
用
さ
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　他
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん

●
特
別
控
除
と
し
て
、
簡
易
方
式
の
場
合
は
最
高
10
万
円
、
複
式
簿
記
の
場
合
は

最
高
65
万
円
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
損
失
額
の
繰
越
し
や
繰
戻
し
が
で
き
ま
す
。

●
専
従
者
の
給
与
額
を
必
要
経
費
に
算
入
で
き
ま
す
。

営
農
計
画
の
変
更
や

事
故
の
通
知
は
し
ま
し
た
か
？

　
青
色
申
告
を
始
め
る
と
、
収
入
保
険
に
加
入
で
き
ま
す
。

　
収
入
保
険
は
、
す
べ
て
の
農
産
物
を
対
象
に
自
然
災
害
に
よ
る
収
入
減
少
や
価
格
低
下

も
含
め
た
、
農
業
者
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減
少
を
補
て
ん
し
ま
す
。

　
保
険
期
間
の
収
入
減
少
に
よ
っ
て
、
保
険
金
支
払
い
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
見
積
も
り
を
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
予
定
さ
れ
る
保
険
金
等
の
金
額
を
、
保
険
期
間
の
雑
収
入
と
し
て
税
務
申
告
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
収
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
N
O
S
A
I
に
事
故
発
生
の
連
絡
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
速

や
か
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
8
年
か
ら
青
色
申
告
を
始
め
る
に
は
、令
和
8
年
3
月
16
日（
月
）ま
で
に
、

所
轄
の
税
務
署
に「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
青
色
申
告
に
つ
い
て
は
、税
務
署
な
ど
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　
収
入
保
険
に
つ
い
て
は
、お
近
く
の
N
O
S
A
I
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

収
入
保
険
の
補
償

内
容
な
ど
詳
し
く

は
こ
ち
ら
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

令和７年保険期間終了後

令和 8年契約の基準収入再算定

確定申告

保険期間の実績申告
（保険金請求）

収入の減少が
見込まれない

収入減少が見込まれる

保険金等の見積もり

柳井市  横田 春夫さん（76）
よこた はるお

経
営
安
定
の
た
め
に

収
入
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

NOSAI へ連絡
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と
を
知
り
「
こ
れ
な
ら
良
さ
そ
う
」
と
思
い
２
０
２
１
年
に
加

入
し
ま
し
た
。
中
腰
で
の
長
時
間
作
業
に
よ
り
腰
痛
を
起
こ
し
、
作

業
が
困
難
に
な
っ
た
際
は
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
た
こ
と
で
保
険

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
長
引
く
猛
暑
と
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
に

よ
る
虫
害
が
原
因
で
、
収
量
が
下
が
り
保
険
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
収
入
保
険
の
あ
り
が
た

み
を
感
じ
て
い
ま
す
。

収入保険
 加入者の声

保
険
期
間
終
了
後
の
流
れ
を
ご
案
内
し
ま
す
。

収
入
保
険
加
入
を
ご
検
討
中
の
皆
さ
ま
へ

　営
農
計
画
の
変
更

　
作
付
面
積
や
作
物
を
変
更
し
た
場
合
に
は
、
農
作
物
等
の

作
付
け
後
一
か
月
以
内
に
通
知
く
だ
さ
い
。

　事
故
発
生
の
通
知

　
収
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減
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す
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が
見
込
ま
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る
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故
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被
害
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が
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遅
滞
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知
く
だ
さ
い
。

　
価
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収
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減
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れ
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ま
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。
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円
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複
式
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場
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は
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高
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万
円
の
控
除
を
受
け
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こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
損
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繰
越
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や
繰
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す
。

●
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従
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算
入
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。

営
農
計
画
の
変
更
や

事
故
の
通
知
は
し
ま
し
た
か
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申
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収
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保
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加
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ま
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。

　
収
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収
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下
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営
努
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で
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収
入
減
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補
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ま
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収
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、
見
積
も
り
を
ご
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く
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さ
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収
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申
告
す
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必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
収
入
の
減
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が
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込
ま
れ
、
N
O
S
A
I
に
事
故
発
生
の
連
絡
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
速

や
か
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
8
年
か
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青
色
申
告
を
始
め
る
に
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、令
和
8
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3
月
16
日（
月
）ま
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に
、

所
轄
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税
務
署
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青
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申
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書
」を
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要
が
あ
り
ま
す
。
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い
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務
署
な
ど
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尋
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く

だ
さ
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。
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保
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の
N
O
S
A
I
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尋
ね
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収
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し
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ご
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令和 8年契約の基準収入再算定

確定申告

保険期間の実績申告
（保険金請求）

収入の減少が
見込まれない

収入減少が見込まれる

保険金等の見積もり

柳井市  横田 春夫さん（76）
よこた はるお

経
営
安
定
の
た
め
に

収
入
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

NOSAI へ連絡
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水
稲
共
済
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

病
虫
害

　
冬
場
に
で
き
る
対
策
に
つ
い
て

収穫共済課

水
稲
共
済 

全
相
殺
方
式
は

も
み
摺
り
結
果
で
損
害
査
定

ご
存
じ
で
す
か
？

　
水
稲
は
田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
の

間
に
様
々
な
災
害
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
獣
害
や
病
害
の
よ
う
に
、
損
害
防

止
が
あ
る
程
度
可
能
な
災
害
だ
け
で

な
く
、
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
不
稔

米
や
高
温
障
害
に
よ
る
登
熟
不
良
等
、

見
た
目
で
わ
か
り
に
く
く
、
対
処
が

難
し
い
災
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
全
量
を
Ｊ
Ａ
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

や
他
の
農
業
者(

第
三
者)

に
乾
燥

調
製
作
業
を
依
頼
し
、収
穫
量
が
デ
ー

タ
等
で
把
握
で
き
る
こ
と
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
支

所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

1 NOSAI へ被害申告

4 NOSAIからのもみ摺り結果提出
案内により伝票を提出

※ライスセンター利用者は、もみ摺り業
者より直接伝票データを頂きます。

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
対
策

　
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
は
、秋
か
ら
冬
に
か

け
て
刈
取
後
の
圃
場
の
二
番
穂
な
ど
を

栄
養
源
と
し
ま
す
。雑
草（
ジ
ャ
ノ
ヒ

ゲ
、ス
ス
キ
）の
株
元
、生
垣
や
雑
木
林

の
落
ち
葉
の
下
な
ど
、あ
た
た
か
く
湿

り
気
の
あ
る
場
所
を
好
み
成
虫
の
姿
で

越
冬
し
ま
す
。そ
の
後
、６
月
下
旬
か
ら

７
月
上
旬
ご
ろ
に
イ
ネ
科
雑
草
に
飛
来

し
ま
す
。

　
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
ら
、早
め
に
田

ん
ぼ
を
耕
耘
し
、生
垣
の
下
な
ど
に
堆

積
し
た
落
ち

葉
は
撤
去
す

る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
山
口
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
病
害
虫
防
除
所
が
発
表
す
る

病
害
虫
発
生
予
察
情
報
な
ど
防

除
に
関
す
る

情
報
を
確
認

す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

紋
枯
れ
病
の
対
策

　
紋
枯
れ
病
は
、
カ
ビ
の
一
種
で
稲
に
感
染
す
る
病
害
で
す
。
感
染
し

た
稲
は
、
茎
の
折
損
に
よ
る
玄
米
の
減
収
・
品
質
低
下
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。

　
近
年
の
高
温
下
で
は
、
紋
枯
れ
病
が
早
い
時
期
か
ら
発
生
し
や
す
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
病
原
菌
は
、
越
冬
す
る
た
め
稲
わ
ら
や
切
株

を
土
深
く
に
耕
起
し
、
菌
核
を
埋
没
さ
せ
る
こ
と
で
、
代
掻
き
時
に
浮

上
す
る
菌
核
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
代
掻
き
後
に
浮
上
し
た
稲

わ
ら
は
、
ほ
場
外
に
搬
出
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
過
去
４
年
間
の

紋
枯
れ
病
で
の
被

害
申
告
面
積
を
表

し
た
も
の
で
す
。

令
和
７
年
10
月
上

旬
ま
で
で
既
に
昨

年
の
３
倍
以
上
の

被
害
申
告
面
積
に

な
り
ま
し
た
。

図1. 過去 4カ年の紋枯れ病の被害申告面積

　
令
和
７
年
の
病
害
の
被
害
申
告
面
積
の
割
合

を
表
し
て
い
ま
す
。
紋
枯
れ
病
は
、
い
も
ち
病

に
続
く
被
害
申
告
と
な
り
ま
し
た
。

図2. 令和 7年産病害の被害申告面積

※図１,２は、令和7年10月上旬までの集計データ

全
相
殺
方
式
の
加
入
要
件

全相殺方式の被害申告から評価の流れ

■損害査定（共済金の計算）

共済金は 286kg × 187 円 = 53,482円

※1,296 ㎏（引受収量）－ 1,010 ㎏（当年の収穫量） = 286 ㎏

加入状況（例）９割補償の場合
一筆10a のほ場が３枚（30a）で基準単収が 480 ㎏基準収穫量が 1,440 ㎏　引受収量が※1,296kg の場合

3 乾燥調製施設から12月頃もみ摺
り結果の伝票が届いたら保管

2 損害評価を受けた後に、稲刈り
してもみを乾燥調製施設へ搬入

イネカメムシ

病
害
虫
防
除
所
の
情
報
活
用

■ いもち病
■ 紋枯れ病
■ その他

55%36%

9%
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1,010- 紋枯れ病 -

もみ摺り結果の伝票
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昨
冬
の
痕
跡
か
ら
学
ぶ
補
償
の
重
要
性

資産共済課

Ｑ：
雪
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ：
毎
年
補
強
材
と
し
て
中
柱
を
た
て
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

雪
の
重
み
で
中
柱
が
折
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
珍
し
く
な
い

で
す
。

Ｑ：
令
和
７
年
２
月
、
50
㎝
の
積
雪
で
２
棟
、
過
去
に
も
雪
で

別
の
棟
が
倒
壊
し
て
い
ま
す
が
、
事
故
発
生
時
の
正
直

な
気
持
ち
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ：
再
建
に
は
費
用
・
時
間
・
労
力
も
か
か
る
の
で
、
気
持

ち
が
滅
入
っ
て
「
も
う
や
め
た
！
」
と
言
い
た
く
な
り
ま

す
。
人
手
が
あ
れ
ば
時
間
も
労
力
も
半
分
で
済
み
ま
す

が
、一人
で
通
常
業
務
に
加
え
て
作
業
す
る
と
な
れ
ば
１

棟
当
た
り
の
復
旧
で
も
２
〜
３
週
間
は
か
か
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

Ｑ：
そ
れ
で
も
再
建
し
て
30
年
ハ
ウ
ス
農
業
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
原
動
力
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

被 害 棟 数：14棟
支払共済金額：8,206,763円
（附帯施設含む）
12月上旬の予想外の積雪による損害に
始まり、2月には県内多くの地域で積雪
を観測しました。

被 害 棟 数：40棟
支払共済金額：1,689,325円
上記期間中の県内4地点における
最大瞬間風速の平均値は16.6m/s。
今後は竜巻等突風にも警戒が必要
です。

風害雪害

雪害

２
月
の
雪
で
２
棟
倒
壊
　
積
雪
の
怖
さ
と
共
済
に
つ
い
て
語
る

Ａ：「
や
る
し
か
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、
共
済
の

存
在
は
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
最
近
は
、
多
く
の

資
材
が
高
騰
し
て
い
る
の
で
、
安
い
掛
金
で
費
用
面
の
負
担

を
軽
減
で
き
る
と
い
う
の
は
、
経
営
し
て
い
く
中
で
大
き
な

安
心
感
に
つ
な
が
り
ま
す
。

Ｑ：
今
後
の
目
標
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ：
事
故
棟
を
復
旧
し
て
規
模
を
拡
大
す
る
こ
と
で
す
ね
。
ま
た
、

新
た
な
栽
培
方
法
を
試
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ：
ハ
ウ
ス
農
家
仲
間
へ一言
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ：
夏
の
暑
さ
も
で
す
が
、
集
中
豪
雨
等
、
日
本
の
気
候
は
大
き

く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
ま
で
被
害
が
な
い
か
ら
と
い
う

安
易
な
考
え
は
捨
て
て
、「
共
済
入
っ
と
か
ん
と
、
え
ら
い
目

に
あ
う
ぞ
」
と
伝
え
た
い
で
す
。

加
入
者
の 

声

小さな掛金で大きな補償　共済加入でハウスを守る

風害

上記期間に発生した事故の写真

NOSAI 山口ホームページ　
園芸施設共済掛金シミュレーション

ご自身のハウスの
規格で試算したい方は

こちらから

【栽培作物】 小ネギ、ホウレンソウ
【栽培棟数】 13棟（32mmパイプ）

岩国市美和町
村本 稔さん

令和6年12月～令和7年２月の事故

雪玉がつくれる雪を想像してください。
その雪が100㎡ハウスの屋根全体に
10cm降り積もったら総重量は
いくらだと思いますか？

答えは 約1トン！！
約17俵分の重さがのしかかってる！

ハウスの種類・形状 許容される設計用積雪深

パイプハウス

アーチ屋根
鉄骨ハウス

間口5.4ｍ
軒高1.8ｍ
単棟

間口7.2ｍ
軒高3m
3連棟

山形屋根
鉄骨ハウス

間口8m
軒高2.65ｍ
単棟

具体例（※鉄骨材は柱と梁に使用）

パイプ径 22.2 mm：約 9cm
パイプ径 25.4 mm：約14cm
パイプ径 31.8 mm：約 36cm

50mm×50mm角鉄骨：約3cm
75mm×45mm角鉄骨：約16cm

角 鉄 骨：約10cm
LH型鉄骨：約50cm

出典：一般社団法人 日本施設園芸協会／「園芸用ハウスを導入する際の手引
き～適切なハウスの強度と仕様を選ぶために～」（2019年3月）より

　昨年度は少ないところで約10cm、多いところで約
50cmの積雪によるハウスの損害が発生しています。
　雪は含んでいる水分量で少ない量でも大きな脅威
となり得ます。
　「雪の少ない地域だから関係ない」という油断は禁
物です！

◆ １万円の損害からお支払い　本体も被覆材も年間補償
　 年間掛金  約4,000円／棟

◆ 育苗ハウスにお勧め　未被覆期間は本体を守ります
　 年間掛金  約700円／棟 ※2ヶ月被覆で算出

設置から15年経過　  間口5ｍ×奥行20ｍ
パイプ径　25.4mm　新品被覆材　農PO0.1ｍｍ

で掛金試算！

県内全域で損害が発生しています

周南 山口 山口

宇部 美祢 美祢
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昨
冬
の
痕
跡
か
ら
学
ぶ
補
償
の
重
要
性

資産共済課

Ｑ：
雪
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ：
毎
年
補
強
材
と
し
て
中
柱
を
た
て
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

雪
の
重
み
で
中
柱
が
折
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
珍
し
く
な
い

で
す
。

Ｑ：
令
和
７
年
２
月
、
50
㎝
の
積
雪
で
２
棟
、
過
去
に
も
雪
で

別
の
棟
が
倒
壊
し
て
い
ま
す
が
、
事
故
発
生
時
の
正
直

な
気
持
ち
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ：
再
建
に
は
費
用
・
時
間
・
労
力
も
か
か
る
の
で
、
気
持

ち
が
滅
入
っ
て
「
も
う
や
め
た
！
」
と
言
い
た
く
な
り
ま

す
。
人
手
が
あ
れ
ば
時
間
も
労
力
も
半
分
で
済
み
ま
す

が
、一人
で
通
常
業
務
に
加
え
て
作
業
す
る
と
な
れ
ば
１

棟
当
た
り
の
復
旧
で
も
２
〜
３
週
間
は
か
か
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

Ｑ：
そ
れ
で
も
再
建
し
て
30
年
ハ
ウ
ス
農
業
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
原
動
力
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

被 害 棟 数：14棟
支払共済金額：8,206,763円
（附帯施設含む）
12月上旬の予想外の積雪による損害に
始まり、2月には県内多くの地域で積雪
を観測しました。

被 害 棟 数：40棟
支払共済金額：1,689,325円
上記期間中の県内4地点における
最大瞬間風速の平均値は16.6m/s。
今後は竜巻等突風にも警戒が必要
です。

風害雪害

雪害

２
月
の
雪
で
２
棟
倒
壊
　
積
雪
の
怖
さ
と
共
済
に
つ
い
て
語
る

Ａ：「
や
る
し
か
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、
共
済
の

存
在
は
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
最
近
は
、
多
く
の

資
材
が
高
騰
し
て
い
る
の
で
、
安
い
掛
金
で
費
用
面
の
負
担

を
軽
減
で
き
る
と
い
う
の
は
、
経
営
し
て
い
く
中
で
大
き
な

安
心
感
に
つ
な
が
り
ま
す
。

Ｑ：
今
後
の
目
標
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ：
事
故
棟
を
復
旧
し
て
規
模
を
拡
大
す
る
こ
と
で
す
ね
。
ま
た
、

新
た
な
栽
培
方
法
を
試
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ：
ハ
ウ
ス
農
家
仲
間
へ一言
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ：
夏
の
暑
さ
も
で
す
が
、
集
中
豪
雨
等
、
日
本
の
気
候
は
大
き

く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
ま
で
被
害
が
な
い
か
ら
と
い
う

安
易
な
考
え
は
捨
て
て
、「
共
済
入
っ
と
か
ん
と
、
え
ら
い
目

に
あ
う
ぞ
」
と
伝
え
た
い
で
す
。

加
入
者
の 

声

小さな掛金で大きな補償　共済加入でハウスを守る

風害

上記期間に発生した事故の写真

NOSAI 山口ホームページ　
園芸施設共済掛金シミュレーション

ご自身のハウスの
規格で試算したい方は

こちらから

【栽培作物】 小ネギ、ホウレンソウ
【栽培棟数】 13棟（32mmパイプ）

岩国市美和町
村本 稔さん

令和6年12月～令和7年２月の事故

雪玉がつくれる雪を想像してください。
その雪が100㎡ハウスの屋根全体に
10cm降り積もったら総重量は
いくらだと思いますか？

答えは 約1トン！！
約17俵分の重さがのしかかってる！

ハウスの種類・形状 許容される設計用積雪深

パイプハウス

アーチ屋根
鉄骨ハウス

間口5.4ｍ
軒高1.8ｍ
単棟

間口7.2ｍ
軒高3m
3連棟

山形屋根
鉄骨ハウス

間口8m
軒高2.65ｍ
単棟

具体例（※鉄骨材は柱と梁に使用）

パイプ径 22.2 mm：約 9cm
パイプ径 25.4 mm：約14cm
パイプ径 31.8 mm：約 36cm

50mm×50mm角鉄骨：約3cm
75mm×45mm角鉄骨：約16cm

角 鉄 骨：約10cm
LH型鉄骨：約50cm

出典：一般社団法人 日本施設園芸協会／「園芸用ハウスを導入する際の手引
き～適切なハウスの強度と仕様を選ぶために～」（2019年3月）より

　昨年度は少ないところで約10cm、多いところで約
50cmの積雪によるハウスの損害が発生しています。
　雪は含んでいる水分量で少ない量でも大きな脅威
となり得ます。
　「雪の少ない地域だから関係ない」という油断は禁
物です！

◆ １万円の損害からお支払い　本体も被覆材も年間補償
　 年間掛金  約4,000円／棟

◆ 育苗ハウスにお勧め　未被覆期間は本体を守ります
　 年間掛金  約700円／棟 ※2ヶ月被覆で算出

設置から15年経過　  間口5ｍ×奥行20ｍ
パイプ径　25.4mm　新品被覆材　農PO0.1ｍｍ

で掛金試算！

県内全域で損害が発生しています

周南 山口 山口

宇部 美祢 美祢
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「
合
格
い
ち
ご
」で

　受
験
生
を
サ
ポ
ー
ト

「
も
っ
た
い
な
い
」野
菜
に

　愛
情
と
い
う
魔
法
を
か
け
て

　
　加
工
品
を
販
売

人
と
人
が
繋
が
る

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
へ

　
私
が
グ
ル
ー
プ
長
を
務
め
る
Ｊ
Ａ
山
口
県
周
南
園
芸
部
会
い
ち
ご

グ
ル
ー
プ
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
で
窮
屈
な
思

い
を
し
た
受
験
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
グ
ル
ー
プ
員
と
Ｊ
Ａ
と
で

話
し
合
い
、
２
０
２
０
年
に
『
合
格
い
ち
ご
』
を
考
案
し
ま
し
た
。

　
合
格
い
ち
ご
は
学
問
の
神
様
・
菅
原
道
真
公
が
祀
ら
れ
て
い
る
光

市
「
冠
天
満
宮
」
で
祈
祷
し
た
苗
か
ら
栽
培
し
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ

員
そ
れ
ぞ
れ
が
子
供
た
ち
に
好
ま
れ
る
イ
チ
ゴ
を
目
指
し
て
心
を
込

め
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
収
穫
さ
れ
る
イ
チ
ゴ
の
う
ち
規
格
３
Ｌ

以
上
の
も
の
を
「
合
格
い
ち
ご
」
と
し
て
、
冠
天
満
宮
近
く
で
取
れ

た
梅
の
花
を
張
り
付
け
た
「
合
格
祈
願
カ
ー
ド
」
と
一
緒
に
専
用
の

５
角
（
ご
う
か
く
）
形
化
粧
箱
に
入
れ
て
１
０
０
箱
限
定
で
Ｊ
Ａ
に

て
販
売
さ
れ
ま
す
。

　
甘
く
て
お
い
し
い
合
格
い
ち
ご
を
食
べ
て
、
志
望
校
合
格
に
向
け

て
元
気
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
を
込
め
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先 

　
Ｊ
Ａ
山
口
県
周
南
統
括
本
部
指
導
販
売
課 

　（
電
話
番
号
０
８
３
３ - 

４
１ - 

６
１
０
９
）

タ
マ
ネ
ギ
農
家
な
ら
で
は

　タ
マ
ネ
ギ
た
っ
ぷ
り

　
　
　ド
レ
ッ
シ
ン
グ

　
タ
マ
ネ
ギ
を
長
く
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
地
元
の
企
業
や
学
校
と

協
力
し
て
ピ
ク
ル
ス
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
の
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
商
品
化
は
、
フ
ー
ド
ロ
ス
を
減
ら
そ
う
と
規
格
外
野

菜
の
有
効
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
防
府
西
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ

ん
と
考
え
ま
し
た
。

　
タ
マ
ネ
ギ
農
家
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
「
タ
マ
ネ
ギ
た
っ
ぷ
り
の
お
い
し

い
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
作
ろ
う
」
と
生
徒
さ
ん
と
先
生
と
一
緒
に
レ
シ
ピ
を

考
え
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
も
提
案
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
学
校
の
文
化
祭
で
４
種
類
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
試
食
し
て
も
ら
い
、
市

内
に
あ
る
光
浦
醸
造
工
業
株
式
会
社
の
し
ょ
う
ゆ
を
使
っ
た
も
の
と
レ
モ

ン
味
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
が
好
評
で
し
た
。
加
工
は
地
元
加
工
場
に
委
託
し
、

地
域
と
学
校
が
一
緒
に
育
て
る
商
品
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
噛
む
こ
と
に
不
安
が
あ
る
方
に
も
タ
マ
ネ
ギ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
、

そ
ん
な
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
も
商
品
化
し
て
い
ま
す
。

　
各
地
で
様
々
な
職
に
就
い
て
い
ま
し
た
が
、
結
婚
を
機
に
夫
の

地
元
で
あ
る
長
門
市
へ
移
住
し
ま
し
た
。
新
天
地
で
暮
ら
す
内
に
、

こ
の
土
地
の
魅
力
を
伝
え
つ
つ
、
刺
繍
製
品
の
幅
を
広
げ
る
た
め

の
場
所
が
欲
し
く
な
り
、
地
元
の
食
品
か
ら
雑
貨
ま
で
、
手
広
く

扱
う
「yuzuri

」
を
日
置
で
開
店
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
店
内
に
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
藤
田
ゆ
ず
さ
ん
と
協
働
し
て
作
成
し

た
刺
繍
雑
貨
や
、
県
内
外
の
作
家
に
よ
る
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
商
品
、

旬
の
味
が
楽
し
め
る
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
、
多
種
多
様
な
商
品

を
置
い
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、以
前
か
ら
取
り
扱
い
た
い
と
思
っ

て
い
た
野
菜
も
並
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
辺
り
は

野
菜
を
取
り
扱
う
店
が
少
な
い
た
め
、
立
ち
寄
っ
た
人
が
「
あ
れ
、

こ
こ
に
野
菜
が
売
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
、
手
に
取
る
機
会
を
こ
の

店
で
作
れ
た
の
は
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ゆ
く
ゆ
く
は
地
元
の
方
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
、
人
と
人
が
繋

が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
へ
と
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　「
ち
ょ
っ
と
し
た
理
由
で
畑
に
返
す
『
も
っ
た
い
な
い
野
菜
』
を
な

ん
と
か
し
た
い
」
と
、
地
元
の
農
家 

賀
屋
さ
ん
か
ら
相
談
を
受
け
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
規
格
外
野
菜
に
愛
情
と
い
う
魔
法
を
か
け
て
、

私
の
カ
フ
ェ
で
何
か
作
れ
な
い
か
考
え
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
で
消
費
出

来
な
い
ほ
ど
の
パ
プ
リ
カ
や
ト
マ
ト
の
量
を
見
て
、
加
工
品
レ
シ
ピ

を
考
案
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
１
年
か
ら
加
工
品
を
作
り
た
い
と
集
ま
っ
た
女
性
４
人
で

地
元
の
野
菜
を
加
工
し
、
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
商
品
開

発
等
の
活
動
を
支
援
す
る
県
の
補
助
を
活
用
し
、
商
品
検
査
や
デ
ザ

イ
ン
料
な
ど
の
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
、
助
か
り
ま
し
た
。「
パ

プ
リ
カ
も
り
も
り
タ
コ
ス
の
も
と
」
は
、
ひ
き
肉
と
炒
め
て
手
軽
に

食
べ
ら
れ
る
商
品
で
、
地
元
の
道
の
駅
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
は
ト
マ
ト
を
使
っ
た
新
商
品
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
愛

情
を
込
め
た
商
品
が
食
卓
に
笑
顔
を
届
け
ら
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

東部
支所北部

支所

西部
支所

中部
支所

周南市

大中 保忠さん（80）
おおなか  やすただ

周南市

大中 保忠さん（80）
おおなか  やすただ

長門市
yuzuri

中野 歌織さん（5
1）左

　　 泰敬さん（4
8）右

なか の　 か おり

やすひろ

長門市
yuzuri

中野 歌織さん（5
1）左

　　 泰敬さん（4
8）右

なか の　 か おり

やすひろ

防府市
のうの農園

能野 哲也さん（5
1）左

　　 房子さん（5
7）右

のう の   てつ や

ふさ こ

防府市
のうの農園

能野 哲也さん（5
1）左

　　 房子さん（5
7）右

のう の   てつ や

ふさ こ

山口市
あとう畑Plus
浅田 美帆さん（55）右
賀屋 直美さん（44）左

あさ だ　 み  ほ

か  や　なお み

山口市
あとう畑Plus
浅田 美帆さん（55）右
賀屋 直美さん（44）左

あさ だ　 み  ほ

か  や　なお み

みんなのひろばみんなのひろば
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「
合
格
い
ち
ご
」で

　受
験
生
を
サ
ポ
ー
ト

「
も
っ
た
い
な
い
」野
菜
に

　愛
情
と
い
う
魔
法
を
か
け
て

　
　加
工
品
を
販
売

人
と
人
が
繋
が
る

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
へ

　
私
が
グ
ル
ー
プ
長
を
務
め
る
Ｊ
Ａ
山
口
県
周
南
園
芸
部
会
い
ち
ご

グ
ル
ー
プ
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
で
窮
屈
な
思

い
を
し
た
受
験
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
グ
ル
ー
プ
員
と
Ｊ
Ａ
と
で

話
し
合
い
、
２
０
２
０
年
に
『
合
格
い
ち
ご
』
を
考
案
し
ま
し
た
。

　
合
格
い
ち
ご
は
学
問
の
神
様
・
菅
原
道
真
公
が
祀
ら
れ
て
い
る
光

市
「
冠
天
満
宮
」
で
祈
祷
し
た
苗
か
ら
栽
培
し
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ

員
そ
れ
ぞ
れ
が
子
供
た
ち
に
好
ま
れ
る
イ
チ
ゴ
を
目
指
し
て
心
を
込

め
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
収
穫
さ
れ
る
イ
チ
ゴ
の
う
ち
規
格
３
Ｌ

以
上
の
も
の
を
「
合
格
い
ち
ご
」
と
し
て
、
冠
天
満
宮
近
く
で
取
れ

た
梅
の
花
を
張
り
付
け
た
「
合
格
祈
願
カ
ー
ド
」
と
一
緒
に
専
用
の

５
角
（
ご
う
か
く
）
形
化
粧
箱
に
入
れ
て
１
０
０
箱
限
定
で
Ｊ
Ａ
に

て
販
売
さ
れ
ま
す
。

　
甘
く
て
お
い
し
い
合
格
い
ち
ご
を
食
べ
て
、
志
望
校
合
格
に
向
け

て
元
気
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
を
込
め
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先 

　
Ｊ
Ａ
山
口
県
周
南
統
括
本
部
指
導
販
売
課 

　（
電
話
番
号
０
８
３
３ - 

４
１ - 

６
１
０
９
）

タ
マ
ネ
ギ
農
家
な
ら
で
は

　タ
マ
ネ
ギ
た
っ
ぷ
り

　
　
　ド
レ
ッ
シ
ン
グ

　
タ
マ
ネ
ギ
を
長
く
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
地
元
の
企
業
や
学
校
と

協
力
し
て
ピ
ク
ル
ス
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
の
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
商
品
化
は
、
フ
ー
ド
ロ
ス
を
減
ら
そ
う
と
規
格
外
野

菜
の
有
効
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
防
府
西
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ

ん
と
考
え
ま
し
た
。

　
タ
マ
ネ
ギ
農
家
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
「
タ
マ
ネ
ギ
た
っ
ぷ
り
の
お
い
し

い
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
作
ろ
う
」
と
生
徒
さ
ん
と
先
生
と
一
緒
に
レ
シ
ピ
を

考
え
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
も
提
案
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
学
校
の
文
化
祭
で
４
種
類
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
試
食
し
て
も
ら
い
、
市

内
に
あ
る
光
浦
醸
造
工
業
株
式
会
社
の
し
ょ
う
ゆ
を
使
っ
た
も
の
と
レ
モ

ン
味
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
が
好
評
で
し
た
。
加
工
は
地
元
加
工
場
に
委
託
し
、

地
域
と
学
校
が
一
緒
に
育
て
る
商
品
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
噛
む
こ
と
に
不
安
が
あ
る
方
に
も
タ
マ
ネ
ギ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
、

そ
ん
な
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
も
商
品
化
し
て
い
ま
す
。

　
各
地
で
様
々
な
職
に
就
い
て
い
ま
し
た
が
、
結
婚
を
機
に
夫
の

地
元
で
あ
る
長
門
市
へ
移
住
し
ま
し
た
。
新
天
地
で
暮
ら
す
内
に
、

こ
の
土
地
の
魅
力
を
伝
え
つ
つ
、
刺
繍
製
品
の
幅
を
広
げ
る
た
め

の
場
所
が
欲
し
く
な
り
、
地
元
の
食
品
か
ら
雑
貨
ま
で
、
手
広
く

扱
う
「yuzuri

」
を
日
置
で
開
店
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
店
内
に
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
藤
田
ゆ
ず
さ
ん
と
協
働
し
て
作
成
し

た
刺
繍
雑
貨
や
、
県
内
外
の
作
家
に
よ
る
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
商
品
、

旬
の
味
が
楽
し
め
る
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
、
多
種
多
様
な
商
品

を
置
い
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、以
前
か
ら
取
り
扱
い
た
い
と
思
っ

て
い
た
野
菜
も
並
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
辺
り
は

野
菜
を
取
り
扱
う
店
が
少
な
い
た
め
、
立
ち
寄
っ
た
人
が
「
あ
れ
、

こ
こ
に
野
菜
が
売
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
、
手
に
取
る
機
会
を
こ
の

店
で
作
れ
た
の
は
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ゆ
く
ゆ
く
は
地
元
の
方
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
、
人
と
人
が
繋

が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
へ
と
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　「
ち
ょ
っ
と
し
た
理
由
で
畑
に
返
す
『
も
っ
た
い
な
い
野
菜
』
を
な

ん
と
か
し
た
い
」
と
、
地
元
の
農
家 

賀
屋
さ
ん
か
ら
相
談
を
受
け
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
規
格
外
野
菜
に
愛
情
と
い
う
魔
法
を
か
け
て
、

私
の
カ
フ
ェ
で
何
か
作
れ
な
い
か
考
え
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
で
消
費
出

来
な
い
ほ
ど
の
パ
プ
リ
カ
や
ト
マ
ト
の
量
を
見
て
、
加
工
品
レ
シ
ピ

を
考
案
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
１
年
か
ら
加
工
品
を
作
り
た
い
と
集
ま
っ
た
女
性
４
人
で

地
元
の
野
菜
を
加
工
し
、
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
商
品
開

発
等
の
活
動
を
支
援
す
る
県
の
補
助
を
活
用
し
、
商
品
検
査
や
デ
ザ

イ
ン
料
な
ど
の
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
、
助
か
り
ま
し
た
。「
パ

プ
リ
カ
も
り
も
り
タ
コ
ス
の
も
と
」
は
、
ひ
き
肉
と
炒
め
て
手
軽
に

食
べ
ら
れ
る
商
品
で
、
地
元
の
道
の
駅
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
は
ト
マ
ト
を
使
っ
た
新
商
品
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
愛

情
を
込
め
た
商
品
が
食
卓
に
笑
顔
を
届
け
ら
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

東部
支所北部

支所

西部
支所

中部
支所

周南市

大中 保忠さん（80）
おおなか  やすただ

周南市

大中 保忠さん（80）
おおなか  やすただ

長門市
yuzuri

中野 歌織さん（5
1）左

　　 泰敬さん（4
8）右

なか の　 か おり

やすひろ

長門市
yuzuri

中野 歌織さん（5
1）左

　　 泰敬さん（4
8）右

なか の　 か おり

やすひろ

防府市
のうの農園

能野 哲也さん（5
1）左

　　 房子さん（5
7）右

のう の   てつ や

ふさ こ

防府市
のうの農園

能野 哲也さん（5
1）左

　　 房子さん（5
7）右

のう の   てつ や

ふさ こ

山口市
あとう畑Plus
浅田 美帆さん（55）右
賀屋 直美さん（44）左

あさ だ　 み  ほ

か  や　なお み

山口市
あとう畑Plus
浅田 美帆さん（55）右
賀屋 直美さん（44）左

あさ だ　 み  ほ

か  や　なお み

みんなのひろばみんなのひろば
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牛コラム
牛
乳
を
作
っ
て
い
る
の
は

お
母
さ
ん
牛
で
す

中
部
地
区
家
畜
診
療
所
　
　
中
常 

路
子

　
牛
乳
を
生
産
す
る
牛
に
は
「
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
」
や
「
ジ
ャ
ー
ジ
ー

種
」、「
ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
種
」
な
ど
が
い
ま
す
が
、
日
本
で
最
も
多

く
飼
育
さ
れ
て
い
る
の
は
白
黒
模
様
の
「
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
」
で
す
。

大
型
で
乳
量
が
多
く
、
寒
さ
に
強
く
て
暑
さ
に
弱
い
の
が
特
徴
で
す
。

　「
乳
牛
」
と
は
い
え
、
自
動
的
に
牛
乳
が
出
て
く
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
他
の
哺
乳
類
と
同
様
に
、
妊
娠
、
出
産
し
て
初
め
て
母

乳
が
出
せ
ま
す
。
牛
乳
＝
牛
の
母
乳
な
の
で
す
。

　
乳
牛
は
生
後
14
ヶ
月
ご
ろ
か
ら
人
工
授
精
を
行
っ
て
、
約
２
８
０

日
の
妊
娠
期
間
を
経
て
出
産
し
、

生
乳
（
牛
乳
）
の
生
産
が
始
ま

り
ま
す
。
そ
の
後
約
３
０
０
日

間
、
毎
日
搾
乳
し
、
そ
の
間
に

次
の
子
牛
を
妊
娠
さ
せ
ま
す
。

出
産
の
約
２
か
月
前
に
は
搾
乳

を
や
め
て
体
を
休
ま
せ
、
次
の

出
産
に
備
え
ま
す
。
１
頭
の
乳

牛
が
１
年
間
に
出
す
生
乳
の
量

は
約
９
０
０
０
㎏
で
す
。
牛
た

ち
が
頑
張
っ
て
く
れ
て
牛
乳
が

飲
め
る
ん
で
す
ね
。

模様が茶色のホルスタインもいます。

　
今
年
は
連
日
の
猛
暑
、
高
温
障
害

を
受
け
た
イ
ネ
子
実
の
写
真
が
あ
っ

て
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

 

（
山
陽
小
野
田
市  

Ｆ
さ
ん
）

　
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
中
部
支
所
で
、

東
京
か
ら
山
口
に
移
住
し
て
農
業
を

さ
れ
て
い
る
記
事
を
読
み
、
す
ご
い

な
と
感
心
し
ま
し
た
。
未
来
は
暗
く

な
い
と
思
っ
た
次
第
で
す
。〞

ぶ
ち
え

え
お
か
ず
〞
毎
回
楽
し
み
で
す
。

 

（
山
口
市  

Ｋ
さ
ん
）

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
猿
が

畑
に
出
没
、ス
イ
カ
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
を
食
べ
て
い
き
ま
し
た
。

動
物
も
こ
の
猛
暑
で
エ
サ
も
な
い
の

で
し
ょ
う
が
、
少
し
は
残
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

 

（
美
祢
市  

Ｕ
さ
ん
）

　
今
年
の
夏
も
暑
い
、
暑
過
ぎ
て
午

後
田
ん
ぼ
の
草
刈
り
が
で
き
て
い
な

い
。
ひ
と
ま
わ
り
し
た
ら
、
最
初
刈
っ

た
田
ん
ぼ
は
も
う
伸
び
て
い
る
。
穂

が
出
始
め
た
ら
、
あ
ぜ
草
刈
ら
な
い

方
が
よ
い
っ
て
ほ
ん
と
か
な
。

 

（
下
関
市  
Ｏ
さ
ん
）

　
老
骨
に
鞭
打
っ
て
24
ａ
の
稲
作
を

続
け
て
い
ま
す
。
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
の
継
続
や
若
い
人
の
応

援
に
よ
り
助
か
っ
て
い
ま
す
。
後
継

者
が
居
な
く
Ｓ
Ｏ
Ｓ
、
目
下
お
助
け

マ
ン
募
集
中
で
す
。（

岩
国
市  

Ｙ
さ
ん
）

　
高
齢
で
稲
作
を
や
め
た
途
端
に
コ

メ
不
足
米
価
の
高
騰
、
米
を
買
う
消

費
者
に
な
っ
て
初
め
て
、
稲
作
の
大

切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
ご
先
祖
様
に

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
荒
廃

し
て
行
く
農
地
を
み
て
い
る
と
何
と

も
言
え
な
い
複
雑
な
寂
し
さ
を
感
じ

ま
す
。
個
人
の
小
規
模
農
家
を
大
切

に
し
て
下
さ
い
。

（
岩
国
市  

Ｍ
さ
ん
）

　
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や
ア
イ
デ
ア

で
、
便
利
な
道
具
や
作
物
の
育
成
方

法
な
ど
、
自
作
出
来
る
道
具
や
テ
ク

ニ
ッ
ク
の
紹
介
が
あ
る
と
楽
し
く
参

考
に
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
今
回

は
「
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
捕
獲
器
」
で

し
た
が
、
作
る
か
ど
う
か
は
別
に
し

て
、
ア
イ
デ
ア
や
作
り
方
が
色
々
と

参
考
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

（
山
口
市  

Ｆ
さ
ん
）

　
実
家
の
手
伝
い
で
始
め
た
草
刈
り

も
早
15
年
。
今
で
は
私
一
人
、
い
つ

ま
で
続
く
の
か
。（
長
門
市  

Ｏ
さ
ん
）

は
が
き

紹
介

タテのカギ
１．日中の最高気温が35度以上の日のこと。今年は特に暑かったですね。
５．川釣りでの代表的な魚。養殖が多いが天然物は高級品となっている。
７．新年を祝う挨拶。ハガキで出す人は年々少なくなっていますね。
８．一つの畑にいくつかの作物を順番に繰り返し栽培する方法。
９．火にかけて、中に入れたものを加熱する器具。
10．家族や近い親類、また親しい関係にある仲間を指す言葉。

ヨコのカギ
１．フランス印象派の画家。代表作は「睡蓮」。
２．横綱の土俵入りの型の一つ。不知火型と○○型。
３．自分の意志で積極的に願い出ること。
４．古米、古古古米など色々話題になりましたね。
５．糸などを格子状に結び付けたもの。漁業などでよく使われる。
６．一方が高く、一方が低く傾斜して勾配のある道。

【答え】アルファベット
を順に並べてください。

A B C D E
ヒント

円満に年を重ねることを
祈願したお正月の飾り物。

前回のクイズの答え：ウンドウカイ
124通、応募いただきました。
たくさんのご応募ありがとうございました。

応募方法

郵便はがき、メールでご応募ください。

締切：2026年1月9日金曜日
※ハガキの場合、当日消印有効
   メール：kikaku@ymgc-nosai.or.jp

当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせていただきます。
応募はがきにご記入いただいた個人情報は、商品の発送、お便りの紹介のために使用させていただきます。
また、広報の取材活動においてお問合せさせていただく場合がございます。

①NOSAIクイズ!の答え
②郵便番号と住所
③氏名（ふりがな）
④年齢＊　
⑤NOSAIへの質問、ご
意見・ご要望、日々の
出来事などご自由にご
記入ください。

＊年齢については、差し支え
なければご記入ください。
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NOSAI
クイズ！

応募フォームは
こちらから

首・背中・肩甲骨まわり、
腰のコリにとっても便利。

グリグリ温灸 を
プレゼント致します！

おんきゅう

農
業
共
済
新
聞

「
農
家
に
学
び
、
農
家
に
返
す
」

（第3種郵便物認可） ２０２５年（令和７年）８月２７日 ２０２５年８月４週号 ８中 国

鳥取支局
鳥取県農業共済組合
℡ 0858－37－5631

島根支局
島根県農業共済組合
℡ 0853－22－1478

岡山支局
岡山県農業共済組合
℡ 086－224－5588

広島支局
広島県農業共済組合
℡ 082－262－4711

山口支局
山口県農業共済組合
℡ 083－972－7500

問い合わせ先

収入保険の情報は
ＮＯＳＡＩ全国連
公式サイトへ
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　市内の中古タイヤショ
ップで、タイヤの販売や
組み替えをしています。
　２カ月に一度くらいの
ペースで、休日に二泊三
日のキャンプをしていま
す。キャンプ中に自分で
炊いた白米が一番おいし
いです。
　獣害や病気、異常気象
など、稲作は本当に大変
だと思います。農家の方
々に感謝しながら、お米
を食べていきたいです。
 （広島支局・生田）

岩
いわ

瀧
たき

智
とも

仁
ひと

さん
三次市・28歳

　鳥
取
県
立
倉
吉
農
業
高
等
学
校

を
卒
業
し
、
２
０
１
３
年
に
米
子

市
内
の
株
式
会
社
松
本
油
店
の
農

業
事
業
部
に
就
職
し
ま
し
た
。
現

在
は
、
子
会
社
と
し
て
運
営
す
る

株
式
会
社
大
山
キ
ラ
ラ
フ
ァ
ー
ム

で
働
い
て
い
ま
す
。

　当
社
の
栽
培
品
目
は
ナ
シ

（
「
二
十
世
紀
」
「
な
つ
ひ
め
」

「
新
甘
泉
」
「
秋
甘
泉
」
「
王

秋
」
）
と
柿
（
「
輝
太
郎
」
「
富

有
」
）
で
す
。
農
作
業
は
従
業
員

６
人
で
し
て
い
て
、
繁
忙
期
に
な

る
と
人
を
雇
い
ま
す
。
農
場
が
大

甘
泉
を
出
品
し
ま
し
た
。
販
路
な

ど
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
ま
し
た

が
、
い
ろ
い
ろ
と
難
し
い
こ
と
が

多
く
、拡
充
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　ス
マ
ー
ト
農
業
で
は
自
走
式
草

刈
り
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い

て
、
ア
プ
リ
で
コ
ー
ス
を
作
成
し

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
栽

培
品
目
の
追
加
も
随
時
検
討
し
て

い
て
、
今
後
は
青
ナ
シ
の
新
品
種

の
栽
培
を
す
る
予
定
で
す
。

　広
報
活
動
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
（
写
真
共

有
サ
イ
ト
）
の
運
営
を
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
と
な
っ
た
の
で
、
広
報
活
動

を
す
る
上
で
良
い
手
段
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。　農

作
業
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

は
「
今
（
現
状
）
は
こ
う
し
よ

う
」
と
考
え
て
作
業
す
る
の
で
は

な
く
、
今
後
の
こ
と
、
将
来
の
こ

と
を
考
え
な
が
ら
、
作
業
し
て
い

ま
す
。
剪せ

ん

定て
い

作
業
の
と
き
は
「
こ

の
枝
は
来
年
も
使
う
か
ら
日
光
が

当
た
る
よ
う
に
し
よ
う
」
と
い
う

具
合
に
、
来
年
の
枝
の
配
置
な
ど

を
考
え
な
が
ら
作
業
し
ま
す
。

　今
後
、
収
量
を
伸
ば
す
た
め
に

健
康
な
樹き

を
作
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
情

報
収
集
は
欠
か
さ
ず
、
外
部
の
講

習
会
や
会
社
の
勉
強
会
を
受
講
し

て
い
ま
す
。

　▽
29
歳
▽
ナ
シ
２
５
０
㌃
、
柿

80
㌃

（
鳥
取
支
局
・
後
藤
）

剪
定
技
術
向
上
へ
積
極
的
に

ナシ、柿の収量増へ
鳥取県米子市　川

かわ

上
かみ

佳
か

奈
な

さん

山
町
に
あ
る
の
で
、
収
穫
し
た
ナ

シ
と
柿
は
Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
の
大
山

梨
選
果
場
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

25
年
は
米
子
市
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
と
し
て
、
当
社
の
新

　「
飲
ん
だ
人
が
、
『
こ
の
お

酒
の
米
は
、
こ
の
土
地
で
作
ら

れ
て
い
る
』
と
実
感
で
き
る
酒

造
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と

永
山
さ
ん
。
同
社
は
25
年
前
、

よ
り
高
い
品
質
の
日
本
酒
を
造

る
た
め
、
「
日
本
晴
」
か
ら
山

田
錦
へ
品
種
の
切
り
替
え
を
決

　【
山
口
支
局
】
宇
部
市
の
永
山
本
家
酒
造
場
（
１
８
８
８
年

創
業
、
代
表
取
締
役
社
長
＝
永
山
貴
博
さ
ん
・
49
歳
）
は
、
酒

米
の
栽
培
か
ら
醸
造
・
販
売
ま
で
行
う
。
永
山
さ
ん
は
ワ
イ
ン

の
世
界
で
自
家
栽
培
醸
造
家
を
指
す
「
ド
メ
ー
ヌ
」
に
影
響
を

受
け
、
自
社
で
栽
培
し
た
酒
米
「
山
田
錦
」
を
使
用
し
た
酒
を

「
ド
メ
ー
ヌ
貴
」
と
名
付
け
、
主
力
商
品
と
す
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
交
流
サ
イ
ト
）
や
農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
た
積
極

的
な
情
報
発
信
や
輸
出
で
日
本
酒
の
市
場
拡
大
を
目
指
す
。

酒米「山田錦」栽培 理想の酒に

　【
岡
山
支
局
】
岡
山
市
南
区
藤

田
で
米
麦
と
野
菜
を
栽
培
す
る
竹た

け

林ば
や
し
ひ
で
と
し

秀
敏
さ
ん（
40
）は
「
株
式
会
社

丸
秀
フ
ァ
ー
ム
」
を
設
立
し
、
日

々
奮
闘
し
て
い
る
。

　農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

食
品
関
係
の
企
業
に
勤
め
て
い
た

こ
ろ
に
起
き
た
「
中
国
製
冷
凍
ギ

ョ
ー
ザ
事
件
」
だ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
事
件
で
商
品
回
収
な
ど
に
追

わ
れ
る
中
、
「
安
心
で
き
る
も
の

を
自
分
で
作
り
た
い
」
と
い
う
強

い
思
い
が
芽
生
え
た
と
振
り
返

る
。　親

戚
の
も
と
で
栽
培
技
術
な
ど

を
学
ん
だ
後
に
独
立
し
、
２
０
１

９
年
に
法
人
経
営
を
ス
タ
ー
ト
。

竹
林
さ
ん
と
従
業
員
１
人
、
地
域

で
採
用
し
た
ア
ル
バ
イ
ト
数
人
で

作
業
に
当
た
っ
た
。

　近
隣
に
知
り
合
い
が
い
な
い
う

断
し
た
。
「
山
田
錦
は
収
量
が

少
な
く
、
主
食
用
米
に
比
べ
て

草
丈
が
50
㌢
く
ら
い
高
い
た

め
、
通
常
の
暦
の
設
計
で
は
栽

培
が
難
し
い
品
種
で
す
。
各
地

の
勉
強
会
に
参
加
し
、
試
行
錯

誤
を
重
ね
て
栽
培
技
術
を
確
立

し
ま
し
た
」
と
話
す
。

　栽
培
管
理
を
担
っ
て
い
る
の

は
、
農
業
経
験
ゼ
ロ
か
ら
挑
戦

し
た
社
員
の
村
木
亮
太
さ
ん

（
29
）。
今
で
は
圃
場
管
理
か
ら

草
刈
り
ま
で
こ
な
し
、
田
植
え

や
収
穫
期
に
は
酒
造
ス
タ
ッ
フ

も
加
わ
る
な
ど
、
社
内
全
体
で

農
業
と
酒
造
り
を
一
体
と
す
る

体
制
が
築
か
れ
て
い
る
。

　「
近
隣
の
農
家
が
減
っ
て
い

く
中
で
、
休
耕
田
を
増
や
す
わ

け
に
は
い
か
な
い
」
と
い
う
永

山
さ
ん
の
思
い
か
ら
、
作
付
面

積
は
現
在
４
・
１
㌶
に
拡
大
。

「
こ
の
規
模
で
、
品
質
に
こ
だ

わ
っ
た
も
の
を
造
り
た
い
」
と

品
質
追
求
へ
の
姿
勢
を
示
す
。

　同
社
で
使
用
す
る
酒
米
は
、

宇
部
産
が
３
分
の
１
を
占
め
て

お
り
、
市
内
の
生
産
者
団
体

「
あ
ぐ
り
ん
く
」
「
八
南
の

郷
」
「
ふ
る
さ
と
吉
見
」
と
連

携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
圃
場
で
栽

培
し
た
山
田
錦
を
使
っ
た
商
品

も
展
開
す
る
。

　さ
ら
に
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

（
写
真
共
有
サ
イ
ト
）
や
農
業

体
験
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通
じ

て
、
地
元
住
民
や
若
い
世
代
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。
毎
年
恒
例
の
蔵
開
き

に
は
８
０
０
人
が
来
場
す
る
。

岡山市　米麦、野菜　　竹林 秀敏さん

看板代わりの巨大カラーコーンの横
で「今後は特にタマネギに力を入れ
ていきたい」と竹林さん

　【
島
根
支
局
】
隠
岐
の
島
町

飯
美
地
区
で
地
ビ
ー
ル
の
商
品

化
を
目
指
し
て
ホ
ッ
プ
栽
培
に

取
り
組
む
水み

ず

間ま

航こ
う

多た

さ
ん

（
36
）。
「
島
民
や
来
島
さ
れ
た

方
に
飲
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

地
ビ
ー
ル
商
品
化
を
目
指
し
て

隠
岐
の
島
町

　水
間
航
多
さ
ん

ホ
ッ
プ
を
コ
ツ
コ
ツ
栽
培

つ
る
性
多
年
草

の
ホ
ッ
プ
の
管

理
を
し
な
が
ら

「
収
穫
は
夏
の

暑
い
時
期
に
な

る
の
で
大
変
」

と
話
す
水
間
さ

ん

え
に
、
農
機
具
も
無
い
「
ゼ
ロ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
」
で
苦
労
が
多
か

っ
た
が
、
今
で
は
、
自
社
産
タ
マ

ネ
ギ
の
詰
め
放
題
イ
ベ
ン
ト
を
毎

年
開
い
て
い
て
、
地
域
内
外
か
ら

多
く
の
人
が
参
加
す
る
。
ま
た
、

会
場
で
は
住
民
有
志
が
楽
器
演
奏

を
披
露
す
る
こ
と
も
あ
り
、
地
域

と
の
交
流
が
深
ま
る
場
に
も
な
っ

て
い
る
。

　栽
培
面
積
が
順
調
に
増
え
て
い

る
現
在
は
、
経
営
も
安
定
し
て
き

た
と
い
う
。
「
そ
れ
で
も
初
心
を

忘
れ
ず
、
新
た
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
」
と
話
す
竹
林
さ
ん

だ
。　▽

水
稲
（
「
山
田
錦
」
「
に
こ

ま
る
」
）
約
15
㌶
、
二
条
大
麦
約

９
㌶
、
タ
マ
ネ
ギ
約
４
・
５
㌶
、

カ
ボ
チ
ャ
87
・
５
㌃

（
安
川
）

あ
り
、
旅
先
で
飲
ん
だ
地
ビ
ー

ル
に
感
動
し
て
「
自
分
で
も
や

っ
て
み
た
い
」
と
考
え
て
い
た

と
い
う
。
島
根
県
が
開
催
す
る

「
し
ま
コ
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
」を
受

講
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

東
京
か
ら
移
住
し
て
同
町
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
２
０

２
０
年
４
月
に
着
任
し
た
。

　ホ
ッ
プ
は
１
㌃
の
畑
地
で
８

品
種
ほ
ど
を
作
付
け
て
い
る
。

雌
雄
異
株
で
、
主
に
使
わ
れ
る

の
は
雌
株
の
毬き

ゅ
う
か花
の
部
分
だ
。

ビ
ー
ル
の
香
り
や
苦
み
付
け
に

な
り
、
泡
持
ち
、
防
腐
に
も
役

立
つ
。

　栽
培
は
３
年
目
で
、
収
穫
し

た
ホ
ッ
プ
は
水
間
さ
ん
自
身
の

酒
類
製
造
免
許
取
得
に
備
え
て

冷
凍
保
存
し
て
い
る
。
「
年
間

８
千
㍑
ほ
ど
製
造
で
き
た
ら
」

と
水
間
さ
ん
は
話
す
。（

久
永
）

主
力
商
品
「
純
米
大
吟
醸
ド
メ
ー
ヌ
貴
」

酒
米
「
雄
町
」
の
圃
場
で
村
木
さ
ん
。
「
草
丈
が
最
大

で
１
・
８
〜
２
㍍
に
な
る
品
種
で
、
山
田
錦
と
は
ま
た

違
う
味
わ
い
が
楽
し
め
ま
す
よ
」
と
話
す

「
蔵
元
と
し
て
の
信
念
は
『
本
物
の
辛
口
』
で

す
。
永
山
本
家
酒
造
場
の
日
本
酒
は
キ
レ
の
あ

る
味
わ
い
で
、
甘
口
が
苦
手
な
人
か
ら
も
支
持

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
永
山
さ
ん

「
海
外
で
は
日
本

酒
に
関
心
を
持
つ

若
い
層
や
富
裕
層

が
増
え
て
お
り
、

米
国
や
台
湾
、
韓

国
を
中
心
に
出
荷

し
て
い
ま
す
。
地

域
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
な
が

ら
、
新
た
な
市
場

に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
と
期
待
を

寄
せ
る
。（

沖
𠩤
）

山
口
県
宇
部
市

永
山
本
家
酒
造
場

イベント通じ情報発信

地域に根差して　
　さらなる発展を

地
ビ
ー
ル
を
製

造
し
た
い
」
と

意
気
込
む
。

　水
間
さ
ん
は

以
前
か
ら
も
の

作
り
に
興
味
が

「
動
く
こ
と
が
好
き
な
の
で
農
業
を

始
め
ま
し
た
」
と
川
上
さ
ん

令和６年 回
令和７年 1 0回

災害救助法の発令数
（令和７年8月20日現在）

つなぎ資金で
再スタート

大きな安心

園芸施設共済との
同時加入で

自然災害から経営を守る

付加保険料が最大4 ,50 0円割り引かれます

災害救助法の発令数
（令和７年8月20日現在 ）

令和６年 回
令和７年 1 0回

ＮＯＳＡＩへ

詳しくは最寄りの

収入保険への加入には
青色申告が必要です。
申請をお早めに！！

logo_Basic.eps

農業　収入保険

つなぎ資金で
再スタート園芸施設共済との

同時加入で

大きな安心

経営規模
アスパラガス …３  1a
水稲…………128a
麦……………115a

経営規模
菌床しいたけ … 3万5000床

高嶋 真佐夫さん元村 浩二さん

　２０
２
３
年
７
月
の
豪
雨
に
よ

り
、
ハ
ウ
ス
が
浸
水
し
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
が
病
気
に
な
り
、
枯
れ
て
し

ま
い
売
上
が
大
き
く
落
ち
込
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
が
、
自
然
災
害
の

リ
ス
ク
対
策
と
し
て
収
入
保
険
に

加
入
し
て
い
た
の
で
、
保
険
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　受け
取
っ
た
保
険
金
は
、
株
の

植
え
替
え
費
用
に
充
て
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
大
変
助
か
り
ま
し

た
。　収入

保
険
に
加
え
て
園
芸
施
設

共
済
に
も
加
入
す
る
こ
と
で
、
農

作
物
と
施
設
を
同
時
に
補
償
し
て

も
ら
え
る
の
で
、
今
は
安
心
し
て

農
業
が
で
き
て
い
ま
す
。

　２０
２
４
年
の
能
登
半
島
地
震

で
、
菌
床
の
大
部
分
が
栽
培
棚
か
ら

落
ち
て
破
損
。
残
り
も
断
水
で
水
や

り
が
で
き
ず
、
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク
が
全

滅
。
収
穫
も
出
荷
も
で
き
ず
、
収
入

が
途
絶
え
ま
し
た
。
従
業
員
の
給
料

な
ど
、
資
金
繰
り
に
苦
慮
し
ま
し
た

が
、
収
入
保
険
の
「
つ
な
ぎ
資
金
」

の
受
取
対
象
と
な
り
助
か
り
ま
し
た
。

　初年
度
の
積
立
部
分
を
負
担
に
感

じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は

十
分
な
補
償
で
収
入
保
険
に
加
入

し
、
備
え
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

2023 7 2024 1 自然災害から経営を守る

付加保険料が最大4 ,50 0円割り引かれます

　
２
か
月
間
無
料
の
試

し
読
み
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
定
期
購
読
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

　
ご
用
件「
試
し
読
み

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
申
込
」を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

月４回
毎週水曜日発行

年間購読料
5,520円
（送料込）

問い合わせフォーム

夏
号（
40
号
）に

寄
せ
ら
れ
た

令
和
８
年
４
月
よ
り
、
建
物
共
済
・

農
機
具
共
済
の
約
款
に
つ
き
ま
し
て

は
原
則
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ご
確
認
い
た
だ
く
方
法
（
Ｗ
ｅ
ｂ
約

款
）
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

Ｗ
ｅ
ｂ
約
款
の
お
知
ら
せ

正解された方の中から
抽選で３名に
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牛コラム
牛
乳
を
作
っ
て
い
る
の
は

お
母
さ
ん
牛
で
す

中
部
地
区
家
畜
診
療
所
　
　
中
常 

路
子

　
牛
乳
を
生
産
す
る
牛
に
は
「
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
」
や
「
ジ
ャ
ー
ジ
ー

種
」、「
ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
種
」
な
ど
が
い
ま
す
が
、
日
本
で
最
も
多

く
飼
育
さ
れ
て
い
る
の
は
白
黒
模
様
の
「
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
」
で
す
。

大
型
で
乳
量
が
多
く
、
寒
さ
に
強
く
て
暑
さ
に
弱
い
の
が
特
徴
で
す
。

　「
乳
牛
」
と
は
い
え
、
自
動
的
に
牛
乳
が
出
て
く
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
他
の
哺
乳
類
と
同
様
に
、
妊
娠
、
出
産
し
て
初
め
て
母

乳
が
出
せ
ま
す
。
牛
乳
＝
牛
の
母
乳
な
の
で
す
。

　
乳
牛
は
生
後
14
ヶ
月
ご
ろ
か
ら
人
工
授
精
を
行
っ
て
、
約
２
８
０

日
の
妊
娠
期
間
を
経
て
出
産
し
、

生
乳
（
牛
乳
）
の
生
産
が
始
ま

り
ま
す
。
そ
の
後
約
３
０
０
日

間
、
毎
日
搾
乳
し
、
そ
の
間
に

次
の
子
牛
を
妊
娠
さ
せ
ま
す
。

出
産
の
約
２
か
月
前
に
は
搾
乳

を
や
め
て
体
を
休
ま
せ
、
次
の

出
産
に
備
え
ま
す
。
１
頭
の
乳

牛
が
１
年
間
に
出
す
生
乳
の
量

は
約
９
０
０
０
㎏
で
す
。
牛
た

ち
が
頑
張
っ
て
く
れ
て
牛
乳
が

飲
め
る
ん
で
す
ね
。

模様が茶色のホルスタインもいます。

　
今
年
は
連
日
の
猛
暑
、
高
温
障
害

を
受
け
た
イ
ネ
子
実
の
写
真
が
あ
っ

て
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

 

（
山
陽
小
野
田
市  

Ｆ
さ
ん
）

　
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
中
部
支
所
で
、

東
京
か
ら
山
口
に
移
住
し
て
農
業
を

さ
れ
て
い
る
記
事
を
読
み
、
す
ご
い

な
と
感
心
し
ま
し
た
。
未
来
は
暗
く

な
い
と
思
っ
た
次
第
で
す
。〞

ぶ
ち
え

え
お
か
ず
〞
毎
回
楽
し
み
で
す
。

 

（
山
口
市  

Ｋ
さ
ん
）

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
猿
が

畑
に
出
没
、ス
イ
カ
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
を
食
べ
て
い
き
ま
し
た
。

動
物
も
こ
の
猛
暑
で
エ
サ
も
な
い
の

で
し
ょ
う
が
、
少
し
は
残
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

 

（
美
祢
市  

Ｕ
さ
ん
）

　
今
年
の
夏
も
暑
い
、
暑
過
ぎ
て
午

後
田
ん
ぼ
の
草
刈
り
が
で
き
て
い
な

い
。
ひ
と
ま
わ
り
し
た
ら
、
最
初
刈
っ

た
田
ん
ぼ
は
も
う
伸
び
て
い
る
。
穂

が
出
始
め
た
ら
、
あ
ぜ
草
刈
ら
な
い

方
が
よ
い
っ
て
ほ
ん
と
か
な
。

 

（
下
関
市  

Ｏ
さ
ん
）

　
老
骨
に
鞭
打
っ
て
24
ａ
の
稲
作
を

続
け
て
い
ま
す
。
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
の
継
続
や
若
い
人
の
応

援
に
よ
り
助
か
っ
て
い
ま
す
。
後
継

者
が
居
な
く
Ｓ
Ｏ
Ｓ
、
目
下
お
助
け

マ
ン
募
集
中
で
す
。（

岩
国
市  

Ｙ
さ
ん
）

　
高
齢
で
稲
作
を
や
め
た
途
端
に
コ

メ
不
足
米
価
の
高
騰
、
米
を
買
う
消

費
者
に
な
っ
て
初
め
て
、
稲
作
の
大

切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
ご
先
祖
様
に

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
荒
廃

し
て
行
く
農
地
を
み
て
い
る
と
何
と

も
言
え
な
い
複
雑
な
寂
し
さ
を
感
じ

ま
す
。
個
人
の
小
規
模
農
家
を
大
切

に
し
て
下
さ
い
。

（
岩
国
市  

Ｍ
さ
ん
）

　
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や
ア
イ
デ
ア

で
、
便
利
な
道
具
や
作
物
の
育
成
方

法
な
ど
、
自
作
出
来
る
道
具
や
テ
ク

ニ
ッ
ク
の
紹
介
が
あ
る
と
楽
し
く
参

考
に
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
今
回

は
「
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
捕
獲
器
」
で

し
た
が
、
作
る
か
ど
う
か
は
別
に
し

て
、
ア
イ
デ
ア
や
作
り
方
が
色
々
と

参
考
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

（
山
口
市  

Ｆ
さ
ん
）

　
実
家
の
手
伝
い
で
始
め
た
草
刈
り

も
早
15
年
。
今
で
は
私
一
人
、
い
つ

ま
で
続
く
の
か
。（
長
門
市  

Ｏ
さ
ん
）

は
が
き

紹
介

タテのカギ
１．日中の最高気温が35度以上の日のこと。今年は特に暑かったですね。
５．川釣りでの代表的な魚。養殖が多いが天然物は高級品となっている。
７．新年を祝う挨拶。ハガキで出す人は年々少なくなっていますね。
８．一つの畑にいくつかの作物を順番に繰り返し栽培する方法。
９．火にかけて、中に入れたものを加熱する器具。
10．家族や近い親類、また親しい関係にある仲間を指す言葉。

ヨコのカギ
１．フランス印象派の画家。代表作は「睡蓮」。
２．横綱の土俵入りの型の一つ。不知火型と○○型。
３．自分の意志で積極的に願い出ること。
４．古米、古古古米など色々話題になりましたね。
５．糸などを格子状に結び付けたもの。漁業などでよく使われる。
６．一方が高く、一方が低く傾斜して勾配のある道。

【答え】アルファベット
を順に並べてください。

A B C D E
ヒント

円満に年を重ねることを
祈願したお正月の飾り物。

前回のクイズの答え：ウンドウカイ
124通、応募いただきました。
たくさんのご応募ありがとうございました。

応募方法

郵便はがき、メールでご応募ください。

締切：2026年1月9日金曜日
※ハガキの場合、当日消印有効
   メール：kikaku@ymgc-nosai.or.jp

当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせていただきます。
応募はがきにご記入いただいた個人情報は、商品の発送、お便りの紹介のために使用させていただきます。
また、広報の取材活動においてお問合せさせていただく場合がございます。

①NOSAIクイズ!の答え
②郵便番号と住所
③氏名（ふりがな）
④年齢＊　
⑤NOSAIへの質問、ご
意見・ご要望、日々の
出来事などご自由にご
記入ください。

＊年齢については、差し支え
なければご記入ください。

85 7 5 4-0 0 4 2
山
口
市
小
郡
長
谷
一
丁
目
３
番
３
号

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
口

「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ク
イ
ズ
！
」係

1

D

5

B

2

７

8

4
B

3

B

10

C

4 10

D

6

9

6

C

E

9

A

NOSAI
クイズ！

応募フォームは
こちらから

首・背中・肩甲骨まわり、
腰のコリにとっても便利。

グリグリ温灸 を
プレゼント致します！

おんきゅう

農
業
共
済
新
聞

「
農
家
に
学
び
、
農
家
に
返
す
」

（第3種郵便物認可） ２０２５年（令和７年）８月２７日 ２０２５年８月４週号 ８中 国

鳥取支局
鳥取県農業共済組合
℡ 0858－37－5631

島根支局
島根県農業共済組合
℡ 0853－22－1478

岡山支局
岡山県農業共済組合
℡ 086－224－5588

広島支局
広島県農業共済組合
℡ 082－262－4711

山口支局
山口県農業共済組合
℡ 083－972－7500

問い合わせ先

収入保険の情報は
ＮＯＳＡＩ全国連
公式サイトへ
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　市内の中古タイヤショ
ップで、タイヤの販売や
組み替えをしています。
　２カ月に一度くらいの
ペースで、休日に二泊三
日のキャンプをしていま
す。キャンプ中に自分で
炊いた白米が一番おいし
いです。
　獣害や病気、異常気象
など、稲作は本当に大変
だと思います。農家の方
々に感謝しながら、お米
を食べていきたいです。
 （広島支局・生田）

岩
いわ

瀧
たき

智
とも

仁
ひと

さん
三次市・28歳

　鳥
取
県
立
倉
吉
農
業
高
等
学
校

を
卒
業
し
、
２
０
１
３
年
に
米
子

市
内
の
株
式
会
社
松
本
油
店
の
農

業
事
業
部
に
就
職
し
ま
し
た
。
現

在
は
、
子
会
社
と
し
て
運
営
す
る

株
式
会
社
大
山
キ
ラ
ラ
フ
ァ
ー
ム

で
働
い
て
い
ま
す
。

　当
社
の
栽
培
品
目
は
ナ
シ

（
「
二
十
世
紀
」
「
な
つ
ひ
め
」

「
新
甘
泉
」
「
秋
甘
泉
」
「
王

秋
」
）
と
柿
（
「
輝
太
郎
」
「
富

有
」
）
で
す
。
農
作
業
は
従
業
員

６
人
で
し
て
い
て
、
繁
忙
期
に
な

る
と
人
を
雇
い
ま
す
。
農
場
が
大

甘
泉
を
出
品
し
ま
し
た
。
販
路
な

ど
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
ま
し
た

が
、
い
ろ
い
ろ
と
難
し
い
こ
と
が

多
く
、拡
充
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　ス
マ
ー
ト
農
業
で
は
自
走
式
草

刈
り
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い

て
、
ア
プ
リ
で
コ
ー
ス
を
作
成
し

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
栽

培
品
目
の
追
加
も
随
時
検
討
し
て

い
て
、
今
後
は
青
ナ
シ
の
新
品
種

の
栽
培
を
す
る
予
定
で
す
。

　広
報
活
動
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
（
写
真
共

有
サ
イ
ト
）
の
運
営
を
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
と
な
っ
た
の
で
、
広
報
活
動

を
す
る
上
で
良
い
手
段
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。　農

作
業
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

は
「
今
（
現
状
）
は
こ
う
し
よ

う
」
と
考
え
て
作
業
す
る
の
で
は

な
く
、
今
後
の
こ
と
、
将
来
の
こ

と
を
考
え
な
が
ら
、
作
業
し
て
い

ま
す
。
剪せ

ん

定て
い

作
業
の
と
き
は
「
こ

の
枝
は
来
年
も
使
う
か
ら
日
光
が

当
た
る
よ
う
に
し
よ
う
」
と
い
う

具
合
に
、
来
年
の
枝
の
配
置
な
ど

を
考
え
な
が
ら
作
業
し
ま
す
。

　今
後
、
収
量
を
伸
ば
す
た
め
に

健
康
な
樹き

を
作
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
情

報
収
集
は
欠
か
さ
ず
、
外
部
の
講

習
会
や
会
社
の
勉
強
会
を
受
講
し

て
い
ま
す
。

　▽
29
歳
▽
ナ
シ
２
５
０
㌃
、
柿

80
㌃

（
鳥
取
支
局
・
後
藤
）

剪
定
技
術
向
上
へ
積
極
的
に

ナシ、柿の収量増へ
鳥取県米子市　川

かわ

上
かみ

佳
か

奈
な

さん

山
町
に
あ
る
の
で
、
収
穫
し
た
ナ

シ
と
柿
は
Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
の
大
山

梨
選
果
場
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

25
年
は
米
子
市
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
と
し
て
、
当
社
の
新

　「
飲
ん
だ
人
が
、
『
こ
の
お

酒
の
米
は
、
こ
の
土
地
で
作
ら

れ
て
い
る
』
と
実
感
で
き
る
酒

造
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と

永
山
さ
ん
。
同
社
は
25
年
前
、

よ
り
高
い
品
質
の
日
本
酒
を
造

る
た
め
、
「
日
本
晴
」
か
ら
山

田
錦
へ
品
種
の
切
り
替
え
を
決

　【
山
口
支
局
】
宇
部
市
の
永
山
本
家
酒
造
場
（
１
８
８
８
年

創
業
、
代
表
取
締
役
社
長
＝
永
山
貴
博
さ
ん
・
49
歳
）
は
、
酒

米
の
栽
培
か
ら
醸
造
・
販
売
ま
で
行
う
。
永
山
さ
ん
は
ワ
イ
ン

の
世
界
で
自
家
栽
培
醸
造
家
を
指
す
「
ド
メ
ー
ヌ
」
に
影
響
を

受
け
、
自
社
で
栽
培
し
た
酒
米
「
山
田
錦
」
を
使
用
し
た
酒
を

「
ド
メ
ー
ヌ
貴
」
と
名
付
け
、
主
力
商
品
と
す
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
交
流
サ
イ
ト
）
や
農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
た
積
極

的
な
情
報
発
信
や
輸
出
で
日
本
酒
の
市
場
拡
大
を
目
指
す
。

酒米「山田錦」栽培 理想の酒に

　【
岡
山
支
局
】
岡
山
市
南
区
藤

田
で
米
麦
と
野
菜
を
栽
培
す
る
竹た

け

林ば
や
し
ひ
で
と
し

秀
敏
さ
ん（
40
）は
「
株
式
会
社

丸
秀
フ
ァ
ー
ム
」
を
設
立
し
、
日

々
奮
闘
し
て
い
る
。

　農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

食
品
関
係
の
企
業
に
勤
め
て
い
た

こ
ろ
に
起
き
た
「
中
国
製
冷
凍
ギ

ョ
ー
ザ
事
件
」
だ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
事
件
で
商
品
回
収
な
ど
に
追

わ
れ
る
中
、
「
安
心
で
き
る
も
の

を
自
分
で
作
り
た
い
」
と
い
う
強

い
思
い
が
芽
生
え
た
と
振
り
返

る
。　親

戚
の
も
と
で
栽
培
技
術
な
ど

を
学
ん
だ
後
に
独
立
し
、
２
０
１

９
年
に
法
人
経
営
を
ス
タ
ー
ト
。

竹
林
さ
ん
と
従
業
員
１
人
、
地
域

で
採
用
し
た
ア
ル
バ
イ
ト
数
人
で

作
業
に
当
た
っ
た
。

　近
隣
に
知
り
合
い
が
い
な
い
う

断
し
た
。
「
山
田
錦
は
収
量
が

少
な
く
、
主
食
用
米
に
比
べ
て

草
丈
が
50
㌢
く
ら
い
高
い
た

め
、
通
常
の
暦
の
設
計
で
は
栽

培
が
難
し
い
品
種
で
す
。
各
地

の
勉
強
会
に
参
加
し
、
試
行
錯

誤
を
重
ね
て
栽
培
技
術
を
確
立

し
ま
し
た
」
と
話
す
。

　栽
培
管
理
を
担
っ
て
い
る
の

は
、
農
業
経
験
ゼ
ロ
か
ら
挑
戦

し
た
社
員
の
村
木
亮
太
さ
ん

（
29
）。
今
で
は
圃
場
管
理
か
ら

草
刈
り
ま
で
こ
な
し
、
田
植
え

や
収
穫
期
に
は
酒
造
ス
タ
ッ
フ

も
加
わ
る
な
ど
、
社
内
全
体
で

農
業
と
酒
造
り
を
一
体
と
す
る

体
制
が
築
か
れ
て
い
る
。

　「
近
隣
の
農
家
が
減
っ
て
い

く
中
で
、
休
耕
田
を
増
や
す
わ

け
に
は
い
か
な
い
」
と
い
う
永

山
さ
ん
の
思
い
か
ら
、
作
付
面

積
は
現
在
４
・
１
㌶
に
拡
大
。

「
こ
の
規
模
で
、
品
質
に
こ
だ

わ
っ
た
も
の
を
造
り
た
い
」
と

品
質
追
求
へ
の
姿
勢
を
示
す
。

　同
社
で
使
用
す
る
酒
米
は
、

宇
部
産
が
３
分
の
１
を
占
め
て

お
り
、
市
内
の
生
産
者
団
体

「
あ
ぐ
り
ん
く
」
「
八
南
の

郷
」
「
ふ
る
さ
と
吉
見
」
と
連

携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
圃
場
で
栽

培
し
た
山
田
錦
を
使
っ
た
商
品

も
展
開
す
る
。

　さ
ら
に
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

（
写
真
共
有
サ
イ
ト
）
や
農
業

体
験
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通
じ

て
、
地
元
住
民
や
若
い
世
代
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。
毎
年
恒
例
の
蔵
開
き

に
は
８
０
０
人
が
来
場
す
る
。

岡山市　米麦、野菜　　竹林 秀敏さん

看板代わりの巨大カラーコーンの横
で「今後は特にタマネギに力を入れ
ていきたい」と竹林さん

　【
島
根
支
局
】
隠
岐
の
島
町

飯
美
地
区
で
地
ビ
ー
ル
の
商
品

化
を
目
指
し
て
ホ
ッ
プ
栽
培
に

取
り
組
む
水み

ず

間ま

航こ
う

多た

さ
ん

（
36
）。
「
島
民
や
来
島
さ
れ
た

方
に
飲
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

地
ビ
ー
ル
商
品
化
を
目
指
し
て

隠
岐
の
島
町

　水
間
航
多
さ
ん

ホ
ッ
プ
を
コ
ツ
コ
ツ
栽
培

つ
る
性
多
年
草

の
ホ
ッ
プ
の
管

理
を
し
な
が
ら

「
収
穫
は
夏
の

暑
い
時
期
に
な

る
の
で
大
変
」

と
話
す
水
間
さ

ん

え
に
、
農
機
具
も
無
い
「
ゼ
ロ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
」
で
苦
労
が
多
か

っ
た
が
、
今
で
は
、
自
社
産
タ
マ

ネ
ギ
の
詰
め
放
題
イ
ベ
ン
ト
を
毎

年
開
い
て
い
て
、
地
域
内
外
か
ら

多
く
の
人
が
参
加
す
る
。
ま
た
、

会
場
で
は
住
民
有
志
が
楽
器
演
奏

を
披
露
す
る
こ
と
も
あ
り
、
地
域

と
の
交
流
が
深
ま
る
場
に
も
な
っ

て
い
る
。

　栽
培
面
積
が
順
調
に
増
え
て
い

る
現
在
は
、
経
営
も
安
定
し
て
き

た
と
い
う
。
「
そ
れ
で
も
初
心
を

忘
れ
ず
、
新
た
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
」
と
話
す
竹
林
さ
ん

だ
。　▽

水
稲
（
「
山
田
錦
」
「
に
こ

ま
る
」
）
約
15
㌶
、
二
条
大
麦
約

９
㌶
、
タ
マ
ネ
ギ
約
４
・
５
㌶
、

カ
ボ
チ
ャ
87
・
５
㌃

（
安
川
）

あ
り
、
旅
先
で
飲
ん
だ
地
ビ
ー

ル
に
感
動
し
て
「
自
分
で
も
や

っ
て
み
た
い
」
と
考
え
て
い
た

と
い
う
。
島
根
県
が
開
催
す
る

「
し
ま
コ
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
」を
受

講
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

東
京
か
ら
移
住
し
て
同
町
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
２
０

２
０
年
４
月
に
着
任
し
た
。

　ホ
ッ
プ
は
１
㌃
の
畑
地
で
８

品
種
ほ
ど
を
作
付
け
て
い
る
。

雌
雄
異
株
で
、
主
に
使
わ
れ
る

の
は
雌
株
の
毬き

ゅ
う
か花
の
部
分
だ
。

ビ
ー
ル
の
香
り
や
苦
み
付
け
に

な
り
、
泡
持
ち
、
防
腐
に
も
役

立
つ
。

　栽
培
は
３
年
目
で
、
収
穫
し

た
ホ
ッ
プ
は
水
間
さ
ん
自
身
の

酒
類
製
造
免
許
取
得
に
備
え
て

冷
凍
保
存
し
て
い
る
。
「
年
間

８
千
㍑
ほ
ど
製
造
で
き
た
ら
」

と
水
間
さ
ん
は
話
す
。（

久
永
）

主
力
商
品
「
純
米
大
吟
醸
ド
メ
ー
ヌ
貴
」

酒
米
「
雄
町
」
の
圃
場
で
村
木
さ
ん
。
「
草
丈
が
最
大

で
１
・
８
〜
２
㍍
に
な
る
品
種
で
、
山
田
錦
と
は
ま
た

違
う
味
わ
い
が
楽
し
め
ま
す
よ
」
と
話
す

「
蔵
元
と
し
て
の
信
念
は
『
本
物
の
辛
口
』
で

す
。
永
山
本
家
酒
造
場
の
日
本
酒
は
キ
レ
の
あ

る
味
わ
い
で
、
甘
口
が
苦
手
な
人
か
ら
も
支
持

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
永
山
さ
ん

「
海
外
で
は
日
本

酒
に
関
心
を
持
つ

若
い
層
や
富
裕
層

が
増
え
て
お
り
、

米
国
や
台
湾
、
韓

国
を
中
心
に
出
荷

し
て
い
ま
す
。
地

域
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
な
が

ら
、
新
た
な
市
場

に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
と
期
待
を

寄
せ
る
。（

沖
𠩤
）

山
口
県
宇
部
市

永
山
本
家
酒
造
場

イベント通じ情報発信

地域に根差して　
　さらなる発展を

地
ビ
ー
ル
を
製

造
し
た
い
」
と

意
気
込
む
。

　水
間
さ
ん
は

以
前
か
ら
も
の

作
り
に
興
味
が

「
動
く
こ
と
が
好
き
な
の
で
農
業
を

始
め
ま
し
た
」
と
川
上
さ
ん

令和６年 回
令和７年 1 0回

災害救助法の発令数
（令和７年8月20日現在）

つなぎ資金で
再スタート

大きな安心

園芸施設共済との
同時加入で

自然災害から経営を守る

付加保険料が最大4 ,50 0円割り引かれます

災害救助法の発令数
（令和７年8月20日現在 ）

令和６年 回
令和７年 1 0回

ＮＯＳＡＩへ

詳しくは最寄りの

収入保険への加入には
青色申告が必要です。
申請をお早めに！！

logo_Basic.eps

農業　収入保険

つなぎ資金で
再スタート園芸施設共済との

同時加入で

大きな安心

経営規模
アスパラガス …３  1a
水稲…………128a
麦……………115a

経営規模
菌床しいたけ … 3万5000床

高嶋 真佐夫さん元村 浩二さん

　２０
２
３
年
７
月
の
豪
雨
に
よ

り
、
ハ
ウ
ス
が
浸
水
し
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
が
病
気
に
な
り
、
枯
れ
て
し

ま
い
売
上
が
大
き
く
落
ち
込
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
が
、
自
然
災
害
の

リ
ス
ク
対
策
と
し
て
収
入
保
険
に

加
入
し
て
い
た
の
で
、
保
険
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　受け
取
っ
た
保
険
金
は
、
株
の

植
え
替
え
費
用
に
充
て
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
大
変
助
か
り
ま
し

た
。　収

入
保
険
に
加
え
て
園
芸
施
設

共
済
に
も
加
入
す
る
こ
と
で
、
農

作
物
と
施
設
を
同
時
に
補
償
し
て

も
ら
え
る
の
で
、
今
は
安
心
し
て

農
業
が
で
き
て
い
ま
す
。

　２０
２
４
年
の
能
登
半
島
地
震

で
、
菌
床
の
大
部
分
が
栽
培
棚
か
ら

落
ち
て
破
損
。
残
り
も
断
水
で
水
や

り
が
で
き
ず
、
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク
が
全

滅
。
収
穫
も
出
荷
も
で
き
ず
、
収
入

が
途
絶
え
ま
し
た
。
従
業
員
の
給
料

な
ど
、
資
金
繰
り
に
苦
慮
し
ま
し
た

が
、
収
入
保
険
の
「
つ
な
ぎ
資
金
」

の
受
取
対
象
と
な
り
助
か
り
ま
し
た
。

　初年
度
の
積
立
部
分
を
負
担
に
感

じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は

十
分
な
補
償
で
収
入
保
険
に
加
入

し
、
備
え
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

2023 7 2024 1 自然災害から経営を守る

付加保険料が最大4 ,50 0円割り引かれます

　
２
か
月
間
無
料
の
試

し
読
み
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
定
期
購
読
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

　
ご
用
件「
試
し
読
み

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
申
込
」を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

月４回
毎週水曜日発行

年間購読料
5,520円
（送料込）

問い合わせフォーム

夏
号（
40
号
）に

寄
せ
ら
れ
た

令
和
８
年
４
月
よ
り
、
建
物
共
済
・

農
機
具
共
済
の
約
款
に
つ
き
ま
し
て

は
原
則
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ご
確
認
い
た
だ
く
方
法
（
Ｗ
ｅ
ｂ
約

款
）
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

Ｗ
ｅ
ｂ
約
款
の
お
知
ら
せ

正解された方の中から
抽選で３名に
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ダイコン
ダイコン（大根）の旬は冬。肌が白く
ハリがあり、ずっしりと重みのあるも
のがおいしいといわれます。煮物や
漬物、サラダなど幅広い料理に使わ
れ、シャキシャキとした食感からや
わらかい煮込みまで、調理法によっ
てさまざまな味わいが楽しめます。

材料（2人分） 材料（2人分）

作り方

作り方

大根...... 3cm厚を 4枚
バター.....................10g
レモン汁.........小さじ 2

しょうゆ...................小さじ 2
ねぎ..................................少々
オリーブオイル.......大さじ 1

大根....................... ８cm分
（いちょう切り）

玉ねぎ....1/4 個（薄切り）
ベーコン...2 枚（1cm幅）
牛乳.........................200ml

水...........................200ml
コンソメ（顆粒）... 小さじ2
バター........................10g
塩･黒こしょう.........少々

①大根を3cm厚に切り、両面に格子状の切り込みを入れ
ます。
②フライパンにオリーブオイルを熱し、両面をじっくり焼
きます。目安は、中弱火で片面10分ずつ蒸らし焼き。
※電子レンジ600Wで4～ 5分加熱してからソテーし
てもOK。

③焼き目がついたら、バター・しょうゆ・レモン汁を加え
て絡めます。
④器に盛り、ねぎをトッピングして完成。

旬の野菜で

ぶちええおかず
白がやさしく包みこむ
冬のあたたかスープ

大根のミルクコンソメスープ大根ステーキのレモンバターソース大根ステーキのレモンバターソース

①鍋にバターを入れ、ベーコンを中火で炒めます。香ばしい
香りが出たら玉ねぎを加えてしんなりするまで炒めます。

②大根・水・コンソメを加えて、やわらかくなるまで10分
ほど煮ます。
③牛乳を加えて弱火で温め、塩で味を調えます。沸騰さ
せないよう注意しましょう。
④器に盛り、黒こしょうを散らして完成。

爽やかな香りが
アクセント

萩市 むつみ
千石台出荷組合

表紙の撮影協力

山口県農業共済組合
●東部支所 岩国市、光市、柳井市、周防大島町、和木町、上関町、田布施町、平生町、周南市、下松市エリア
 住所：岩国市周東町下久原484番地３ 電話：0827-84-0041 FAX：0827-84-0053

●北部支所 山口市（阿東）、萩市、阿武町エリア
 住所：萩市大字高佐下1982番地65 電話：08388-8-5050 FAX：08388-8-5051

●本　　所 住所：山口市小郡長谷一丁目３番３号 電話：083-972-7500 FAX：083-972-1811

●中部支所 山口市、宇部市、山陽小野田市、防府市エリア
 住所：山口市小郡長谷一丁目３番３号 電話：083-972-2340 FAX：083-972-3944

●西部支所 下関市、長門市、美祢市エリア
 住所：下関市豊田町大字矢田271番地７ 電話：083-250-6208 FAX：083-250-6209

令和７年12月発行


